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ガバナーメッセージ
国際ロータリー第2750地区 2009-10年度 ガバナー 久邇 邦昭山に緑を

　私のモットー「山に緑を、幼な児に
は躾を」の前半部分「山に緑を」に
関連しますので、ミレニアムの年
2000年にニューヨークの国連総会場
で行った私の卓話について皆さんの
お眼を煩わす事とします。
　当時の国連事務総長コフィー・ア
ナン氏の発案によるのですが、第2次

大戦後も各地で紛争、局地戦争が絶えず、国連が調停に努
力しても仲々成功しない、ここは1つ宗教者に集ってもらっ
て「ミレニアム世界平和サミット」といったものを開催し、何
とか力になってもらえないものかという事で、世界から約30
の主要宗教グループの代表を集めてサミットミーティングが
行われました。日本からは仏教の代表が天台座主の渡辺
氏、神道からは当時神宮大宮司だった私が代表として指名
されたのでした。夫々がショートスピーチをやる事になり、7
分にしてくれと云われ、要領よくまとめるのに苦労したので
すが、皆さん国連総会場を埋める大聴衆の前で時間超過も
何のそのの大熱演で深夜に及び、予定のカクテルもキャン
セルになった程熱のこもったサミットでした。
　私の卓話は神道とはこういうもので、自然の中から生れ共
生してきた最も平和的な宗教であること、その実際、他の宗
教と共同で世界の平和を目指すにやぶさかでない事等でし
たが、以下に抄録要約してみようと思います。
　日本の位置地形－アジア大陸の東に位置し、4つの主
要な島々の他に約74に及ぶ小島で構成され、地形の変化
に富み、気候は温暖、約70％が森林に覆われて緑豊かな
所です。
　神道の成立－我々の先祖は遥か昔から、人知を超え、
多くの恵みを与えてくれる山や川や海や森や動物などの自
然界のものに霊性を認め、夫々に畏敬と感謝の念をもって
きた。神道はこのような神観念に基づいて自然に発生したも
ので、多くの神々を信仰の対象とし、自然や祖先、人 と々共
に生き、清浄と正直を守る事を教えとし、日々清らかな人間
に生れ変わって行く事を信仰の基盤としています。
　農耕社会－稲作を中心とする社会では、人間同志の協
力は勿論、山や川、太陽や雨、動物や植物など自然の要素
すべてが一体となり協力し合う形でなければ成り立ちませ
ん。そして人々は村の神社に神様を祀り、事ある毎に皆が
集って協議し、共同体として1つの方針を立てて対処する内
に、神々と自然と人々が共にあるという、何よりも調和を重
んじる意識が形成されたのです。
　世界平和への道－世界平和を実現するためには、世

界の国々が夫々の歴史や伝統、思想や文化を理解し、尊重
の念を深める事が肝要です。その為にも、文化の相互交流
を図り、宗教的価値観の異なった国家間の信頼を深め、平
和への道を辛抱強く探求し、話し合いを深めて行かねばな
りません。
　戦争の拒否－人類は如何なる戦争も拒否せねばなりま
せん。宗教の違いに起因する戦争などは言語道断です。宗
教は決して戦争の為に利用されてはなりません。平和を求
め、あくまでも話し合いを重ねる事こそ、宗教者が求め、努
力せねばなりません。本サミットがその端緒になる事を願っ
て止みません。
　環境破壊－我々は物質的な富を無制限に追求して環
境破壊をおこしている事を自覚し、足るを知るという格言が
ありますが、精神的豊かさを求めるべく思考を転換しなけれ
ばなりません。一方、貧困飢餓の為多くの人々が亡くなって
いる地域がある事を忘れず、世界が援助の手をのばす事が
喫緊の大事です。近年地球温暖化やオゾン層破壊、資源枯
渇や大量廃棄などが大きな国際問題となっており、自然環
境への影響を抑えた経済社会をいかに構築するかが課題と
なっています。これらへの対策は、国や企業にまかせず、
個々人が具体的に行動し、実践してゆかねばなりません。
　山に緑を－神道の中心のお宮、伊勢の神宮では、神殿
を建て替えて神様にお遷り願う遷宮といわれる行事を7世
紀以来20年毎に行って来ましたが、これは神道の常に生ま
れ変わって新しい命をいただくという信仰を象徴している
ものです。これには、檜など多くの材木を必要としますの
で、神宮の山林に毎年植林して美しい森を育てています。
この山から流れてくる豊かな水は、参拝者の心身を清め、神
宮神田の稲を育て、御園の野菜を育て、海にそそいでは海
草類や魚類を育てています。これらは感謝をこめて神様の
お食事として供えられます。こうした自然の循環システムを
再構築することが重要であると思います。
　結語－どうか皆様、このサミットを機に、思想・信条・
宗教の違いを超え、互いを理解し尊敬し合い、更に進めて
人類が等しく寛容の精神を抱くよう人々を教導して参ろう
ではありませんか。この精神が広く世界に行き渡った時こそ
が、まさしく世界平和が到来する時であると確信します。
　以上ですが、このサミット後も、御承知の通り紛争は続い
て居ます。又集まりをやろうという企てもあるのですがなか
なか手に負えないのが実情です。しかし、従来は殆ど交流
のなかった宗教団体同志が話し合いの機会を持ち、理解し
合う端緒が開かれた事は将来への希望を持たせる事として
一歩前進であろうかと思います。
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One of my mottos is ‘Make green on the mountain and disciplined to infant’. This week’s title is related with the first part of my motto, ‘Make green 
on the mountain’ and you spend to read my table speech at the General Assembly in New York in 2000 as a millennium year.
Mr. Kofi Atta Annan GCMG, Secretary-General of the United Nations at that time proposed that a Millennium World Peace Summit would be held 
by gathering the religious and work together so that the United Nations has not succeeded to mediate among the countries and limited war. So the 
summit was held by the representatives of about 30 major religious parties around the world. From Japan, Mr. Watanabe, the leader of Tendai Sect as 
a delegation of Buddhism and I, the chief priest of a Shinto shrine at that time as a delegation of the Shinto Shrine were appointed. We had a 7 minutes 
speech each other after it was so difficult for me to organize it to the point. But we spent so late to discuss it not to worry about time limitation in the 
front of many audiences on the place of the General Assembly and this summit was very excited as much as the cocktail reception after the meeting was 
cancelled.
My table speech was that the Shinto shrine was what and one of the peaceful religions born on the natural and lived close together. And in fact this has 
felt no reluctance to aim for the world peace with other religions corporately.

The followings are briefly descriptions for my table speech.
Landform and Location of Japan –

Japan is located in the east of Asia continent and is composed of 4 major islands and 74 small islands. The landform is abundant in change, the 
climate is warm, about 70% of the land is covered by the forest and we are abundant in the green.

Birth of Shinto shrine –
Our ancestor has recognized a spiritual nature on the nature such as mountain, river, sea, forest and animal from that give many blessings over the 
human knowledge from the far past and has had sense of awe and gratitude each other. The Shinto shrine naturally occurred based on this shrine 
concept, was intended to the religions of many different divines and the Shinto shrine was based on religion that was changed into pure human 
beings everyday to live the nature, the ancient and the human beings together and wisdom to keep the clean and honest.

Agricultural society –
In the society based on the rice farming, the cooperation among human beings certainly consists of the mutual cooperation to be unified with 
nature elements such as mountain and river, sun and rain and animal and plant. As the human beings enshrine the divine at the village shrine, 
consult with some issue if needed, make a plan and manage it the consciousness set a high value on harmony that they recognize they live with the 
divines naturally.

Road to the world peace –
In order to accomplish the world peace it is vital to understand the history and the tradition, and the philosophy and culture and deepen the 
mutual respect. We have to make mutually a cultural exchange, deepen the reliability among the nations that have different religious sense of value, 
investigate the road of the peace patiently and make a deep negotiation.

Denial to war – 
The human beings have to deny any war. The wars that are caused by the religion difference are unspeakable. We should not make use of religion 
to war. It is important for the religious to talk a lot insistently to ask the peace. I earnestly wish that his summit is a beginning of the denial of war.

Destruction of environment –
We have to recognize to destroy our environment by pursuing the physical wealthy unlimitedly. As we have a word ‘A person who knows 
contentment’ (Lao-Tzu), we have to change our thought into mental wealthy. On the other hand, we have to memorize the areas where many 
people die by poverty and hunger and the world immediately needs to help these areas. Recently we have had big international issues such as global 
warm, destroying the ozone layer, drain and abundant retirement and it is issue to build the economical society to hold the influence of the natural 
environment. As for these provision for it, each person have to act and carry out not to rely on the nations and the firms.

Make green on the mountain –
At Ise Shrine centered at Shinto shrine we have used to ‘Senkyu’ ceremony that the divine moves to another shrine in order to re-build the shrine 
every 20 years since 7th century. It is a symbol of religion that Shinto shrine is always born and given a new life. AS this event needs a lot of woods 
such as ‘hinoki’ wood, we forest at the shrine and grow a beautiful forest.

Conclusion –
Everybody takes this occasion to lead to teach the human beings who have mutual understanding and respect each other and additionally hold 
equivalent and generous sprit over the difference of thought, belief and religion. When this sprit spreads around the world, I am sure the world 
peace comes.

After this summit, the dispute still continues as you know. It is actual state that we can not get out of control to plan to come together. But when the 
religious group that has not exchanged each other has a chance to talk together and has a mutual understanding, I think we can step toward a future 
desire.

Make green on the mountain
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　今年度12校・270名のインターアクターはそれぞれのテーマを持ち、顧問教師の指導、ロータリークラブの
協力と支援を受けて、地域社会と共存した奉仕活動を続けています。
　上期最大行事の第29回インターアクト年次大会は、ロータリアンを含め750余名の参加者が「考えよう食事
で高める免疫力」のテーマの下、大切な食についての正しい知識を身につける事と、将来にわたる食生活の大
切さを学び、大変有意義な大会になりました。
　下期は会員数増強と、IAC（インターアクトクラブ）校の増加を目指し積極的に取り組み、現在4校が候補に上が
り、提唱予定ロータリークラブと打合せ中です。
　IACに関わりを持つ132カ国、20万人以上のインターアクターと共に、実りのある社会貢献の場を広げるよ
う取り組んでいます。

　上期では、ローターアクト地区代表の、各ローターアクトクラブ公式訪問が順調に終了し、現状認識と一体
感の向上に大きな成果をあげました。
　地区委員会とローターアクト地区役員との打ち合わせも定期的に行われ、2月21日には第3回ローターアクト
会長幹事会と同時に、初めての試みとして、この機会に、比較的会員歴の浅いローターアクターのための「新
人研修」を行います。ローターアクトとは何か、何をしなければならないか、何をすることができるか、例会
とは、その運営は…？　といったことが話し合われる予定です。
　5月9日には活動の集大成としてローターアクト年次大会が開催されます。今年度は、各クラブの日常活動を
各ブースで発表してもらい相互の触発と意識の向上を目指しています。

　上期に委員会の総力を挙げてRYLAセミナーを東京府中生涯学習センターにて9月19日より2泊3日で開催。
35名の受講生と51名のロータリアンが参加して熱心に学び、優秀なライラリアンが誕生しております。
　11月14日にはオリンピック記念青少年総合センターにてRYLArianの勉強会を開催。RYLArian　30名とロー
タリアン15名が参加しました。
　新世代月間には、各クラブへ卓話に伺いRYLAについて認識向上に努めました。12月19日に国際RYLAへの
参加希望者に対して面接及び審査を行い、３名の派遣を決定しております。
　下期の取り組みについては、1月30日開催予定の全国RYLA研究会の開催を事務局として支援する事の他、
RYLAプログラムの周知、普及のためにロータリアン向けの研修会を次年度委員会と共同で5月ごろ開催する
予定です。
　RYLArian同士の交流を促進するために今年度中にRYLArianネットワーク構築を目指しています。

　派遣国が決定し「派遣候補生」も先月より晴れて「派遣生」となりました。来年度は、本年度来日生の8カ
国にカナダを加えた9カ国へ10名の派遣生を送り出します。これからは、派遣生は具体的な派遣の準備へ、来
日生は重要な親善活動である小・中学校訪問や各クラブでの卓話へと、それぞれ忙しくなることでしょう。
　そして3月には、派遣と来日が一緒に行うスプリングキャンプが実施されます。例年、学生たちは広島を訪
れ「平和」について熱く語り合いますが、厳しい研修を乗り越えた派遣生が日本語の上達した来日生とどのよ
うな議論を展開するのか、彼女たちの成長ぶりが楽しみなところです。このキャンプが終了すると、次年度派
遣生の募集、来日生の修了式、交換学生たちの帰国や出発といよいよ終盤戦に入って行きます。
　これまでの8ヶ月間、大過なくプログラムを進行できましたのも、各クラブのロータリアン、カウンセ
ラー、ホストファミリーの皆様のご理解とご協力があればこそと考えております。ここに厚く御礼申し上げま
すと共に、今後もご指導、ご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。
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　2月は国際ロータリーの「世界理解月間」にあたります。
新世代部門の活動状況を通して理解を深めて戴ければ幸いです。
それぞれ委員会の目標・行事等を以下簡略にご説明いたします。

ロータリー
文　 庫



　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして
1970年に創立された皆様の資料室です。ロータリー関係の貴重な文
献や視聴覚資料など、2万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えて
おります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版
先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。
また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてあります
ので、ご活用願います。　以下資料のご紹介を致します。

最近のロータリー情報から
◎「奉仕理念の提唱者アーサー・フレデリック・シェルドン」
　田中　毅　2009　22ｐ（Ｄ.2580職業奉仕セミナー講演集）
◎「職業奉仕における個人と職業の倫理」
　深川純一　2009　19ｐ（Ｄ.2580職業奉仕セミナー講演集）
◎「『ロータリーの心もとめ』より」　
　海田　司　2009　4ｐ
◎「国際ロータリーのビルダー」　
　塚原房樹　2009　3ｐ（私の“Rotary Notes”）
◎「井坂孝の説いた職業倫理を踏襲して」
　鈴木清次　2009　8ｐ（井坂孝の足跡）
◎「職業奉仕に誇りを！！」　
　村上有司　2009　1ｐ（Ｄ.2640月信）
◎「職業奉仕について」
　原田實太郎　2009　4ｐ（Ｄ.2730月信）
◎「ロータリアンの同業者・業界でもっと積極的行動を」　　
　竹中秀夫　2009　1ｐ（Ｄ.2680月信）

文庫通信（268号）

深く哀悼の意を表し御冥福を祈ります
成川　哲夫（東京狛江RC）
2010年1月1日逝去（享年65歳）
2006年8月4日入会

西森　誠二君
土田　良平君
山中　秀一君
鈴木　善藏君
高瀬　敏夫君
小川　晶子君
貝塚　進君
佐藤　元彦君
鈴木　剛君
山野　壽子君
竹村　寛君
大橋　吉隆君
田中昭太郎君
岡田　恭彦君
高野　眞弓君
笹本　和宏君
塚越　昌三君
福原　邦雄君
松村　總君
山口　進一君
河本　達徳君
稲生有伎子君
大野　宏樹君
井上　修一君
榎戸　岩雄君
豊泉　幸夫君
石曽根　良君
縄　康雄君
小島　知明君
伊東　堅君
浅見　義明君
飯田　哲郎君
伊藤　良三君
岩井　幸三君
大西　啓介君
長田　宇功君
加藤　英夫君
北島　俊之君
熊田　善和君
須崎　清一君
鈴木　茂君
竹内　幸雄君
野村　哲君
松浦　敏之君
村上　嘉幸君
山下　昌彦君
雪松　久雄君
井上　城治君
新井　富一君
石原　宏君
内野　長治君
遠藤　和男君
大竹　一英君
大塚　裕純君
粕谷　啓之君
菅　哲生君
小山　宇一君
齋藤　和孝君
斯波　照雄君
関口　博昭君
棚橋　起夫君
田波　幸男君
富澤　貴君
巴山　健一君
濱中　猛君
前田　善弘君
松澤　博君
山口　晃市君
新井　欣弥君
井上　善平君
海老根智仁君
亀田　修平君
操上　弘昌君
笹島　竜夫君
島　幸俊君
内藤　勉君
中谷　良平君
羽佐間道夫君
浜中　正樹君
井上　和子君
香山智恵子君
岩井　耀子君
河元　盛雄君
小高　彩子君
杉本　由子君
長谷田孝子君
藤原　隆宏君
星野　佳之君
森家　芳江君
林　達夫君
原田　久君
保田　和江君
矢島　嗣久君
塩沢　光男君

東京築地
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東京杉並
東京世田谷南
東京みなと
東京日本橋東
東京みなと
東京銀座
東京蒲田
東京八王子南
東京八王子南
東京中央
東京恵比寿
東京恵比寿
東京立川
東京立川
東京立川
東京みなと
東京武蔵国分寺
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東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京調布むらさき
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京白金
東京白金
東京神宮
東京神宮
東京神宮
東京神宮
東京神宮
東京神宮
東京神宮
東京神宮
東京青山
東京青山
東京青山
東京青山
東京小金井

2009.12.1
2009.12.2
2009.12.3
2009.12.8
2009.12.8
2009.12.8
2009.12.8
2009.12.8
2009.12.8
2009.12.8
2009.12.10
2009.12.14
2009.12.14
2009.12.16
2009.12.16
2009.12.17
2009.12.17
2009.12.17
2009.12.18
2009.12.18
2009.12.21
2009.12.21
2009.12.21
2009.12.22
2009.12.22
2009.12.22
2009.12.24
2009.12.24
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.28
2009.12.29

1
1
1
1
4
5
10
3
5
3
4
3
17
4
5
1
1
2
1
1
2
4
1
5
3
4
1
4
15
3
1
1
4
6
3
4
1
18
1
1
4
5
4
8
7
1
4
2
3
3
2
1
3
3
5
3
3
1
3
1
1
4
4
1
3
1
1
3
5
1
1
4
4
3
16
2
9
4
2
14
6
3
2
3
4
5
5
2
2
1
6
3
13
1

米山功労者ご紹介
ご協力を感謝いたします

〒105-0011　
東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3Ｆ
TEL(03)3433-6456　FAX(03)3459-7506 
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日

ロータリー
文　 庫
ロータリー
文　 庫

[ 上記申込先：ロータリー文庫（コピー /ＰＤＦ）]

山口　伸人君
長谷川政行君
高瀬　敏夫君
竹内　保市君
林　佳代子君
星野　浩一君
倉光美也子君
中村　敏君
三田　俊介君
佐竹　真之君
鈴木　剛君
山崎　隆夫君
城所　達也君
陳　堅鷹君
間蓑　正明君
有馬　良貞君
小暮　知則君
大沼　泰雄君
金井五郎兵衛君
井上　久嘉君
辰野　克彦君
川野　辰夫君
松山　宏君
中山　廣志君
篠　武士君
田畑　哲郎君
林　觀照君
井上　和子君
郷　演仁君
中野　秀嗣君
澤田　尚史君
吉弘　京子君
井上　城治君
黒滝　直昭君
田中　瑛之君

東京レインボー
東京品川中央
東京田園調布
東京品川中央
東京渋谷
東京渋谷
東京渋谷
東京渋谷
東京渋谷
東京渋谷
東京渋谷
東京渋谷
東京稲城
東京世田谷
東京世田谷
東京多摩
東京多摩
東京日本橋
東京日本橋東
東京中央
東京西
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京武蔵国分寺
東京白金
東京白金
東京神宮
東京神宮
東京神宮
東京神宮
東京狛江
東京調布むらさき
東京調布むらさき

2009.12.4
2009.12.11
2009.12.11
2009.12.11
2009.12.11
2009.12.11
2009.12.11
2009.12.11
2009.12.11
2009.12.11
2009.12.11
2009.12.11
2009.12.11
2009.12.18
2009.12.18
2009.12.18
2009.12.18
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.30
2009.12.30
2009.12.30
2009.12.30
2009.12.30
2009.12.30
2009.12.30
2009.12.30
2009.12.30

◎
◎

◎

◎
◎

◎
◎
◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎

◎

ポール・ハリス・フェローご紹介
◎はマルチプル　　　　　　　　　　ご協力を感謝いたします

新ベネファクターご紹介
ご協力を感謝いたします

■ 米山功労者

下田　安治君
岩城　修君
雪松　久雄君
田中　茂和君

東京昭島中央
東京日本橋
東京立川こぶし
東京調布むらさき

2009.12.11
2009.12.25
2009.12.25
2009.12.30
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代
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グ
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プ
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会

区
分 09年7月1日 09年12月末

会　員　数
増減

クラブ名 出席率例
会

区
分 09年7月1日 09年12月末

会　員　数
増減

銀
座
・
日
本
橋
グ
ル
ー
プ

京
浜
グ
ル
ー
プ

山
の
手
東
グ
ル
ー
プ

山
の
手
西
グ
ル
ー
プ

多
摩
中
グ
ル
ー
プ

多
摩
東
グ
ル
ー
プ

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

ベ
イ
ス
ン
グ
ル
ー
プ

多
摩
南
グ
ル
ー
プ

国内82クラブ計
地区90クラブ計

4,351
4,678

4,354
4,672

3
－6

東 京 八 王 子
東 京 町 田
東 京 日 野 
東 京 八 王 子 西
東 京 町 田 ・ 中 
東 京 八 王 子 東
東 京 八 王 子 南
東京町田サルビア
東 京 飛 火 野
東 京 町 田 東
東 京 八 王 子 北
東 京 立 川 
東 京 小 金 井
東 京 国 分 寺
東 京 三 鷹
東 京 昭 島
東 京 国 立
東 京 立 川 こ ぶ し
東 京 井 の 頭
東 京 昭 島 中 央
東 京 武 蔵 国 分 寺
東京小金井さくら
東 京 国 立 白 う め
東 京 府 中
東 京 調 布
東 京 多 摩
東 京 狛 江 
東 京 稲 城 
東 京 武 蔵 府 中
東 京 た ま が わ 
東京多摩グリーン
東京調布むらさき
Guam 
Saipan 
Tumon Bay 
Northern Guam  
Pohnpei 
Palau  
Guam-Sunrise
Truk Lagoon

3
3
3
3
4
3
3
4
4
3
3
4
3
5
3
4
3
4
3
4
3
3
3
3
3
4
3
4
3
3
3
3

3
5

5
5
5

89.97
80.02
74.78
84.33
78.65
90.12
82.06
87.37
73.00
80.46
78.49
97.73
99.00
88.59
86.00
88.36
98.00
89.68
84.60
80.00
88.06
85.72
84.31
71.59
95.31
76.81
79.83
76.39
77.92
79.49
79.60
86.35

66.67
46.24

75.00
53.00
68.00

60
55
41
69
38
28
56
25
30
29
31
89
31
50
42
48
51
81
25
39
52
21
21
64
64
23
32
32
55
25
36
82
76
44
94
35
20
15
31
12

61
55
37
70
38
27
54
24
31
30
31
93
31
50
41
50
53
81
26
40
50
21
20
63
61
24
31
32
55
26
35
83
70
43
91
35
20
15
33
11

1
0
－4
1
0
－1
－2
－1
1
1
0
4
0
0
－1
2
2
0
1
1
－2
0
－1
－1
－3
1
－1
0
0
1
－1
1
－6
－1
－3
0
0
0
2
－1

東 京 南
東 京 芝
東 京 新 橋
東 京 赤 坂
東 京 み な と
東 京 レ イ ン ボ ー
東 京 麻 布
東 京 銀 座
東 京 日 本 橋
東 京 築 地 
東 京 日 本 橋 東
東 京 中 央
東 京 日 本 橋 西
東 京 銀 座 新 
東京シティ日本橋
東 京 中 央 新
東 京 羽 田
東 京 大 森
東 京 品 川 中 央
東 京 田 園 調 布
東 京 蒲 田
東 京 田 園 調 布 緑
東 京 品 川
東 京 大 井
東 京 港 南
東 京 大 崎
東 京 京 浜
東 京 マ リ ー ン
東 京 白 金
東 京 高 輪
東 京 西
東 京 城 西
東 京 西 南
東 京 原 宿
東 京 杉 並
東 京 神 宮
東 京 恵 比 寿
東 京 広 尾
東 京 渋 谷
東 京 六 本 木
東 京 世 田 谷
東 京 目 黒
東 京 成 城
東 京 世 田 谷 南
東 京 城 南
東 京 山 の 手
東 京 成 城 新
東 京 青 山
東 京 自 由 が 丘
東 京 世 田 谷 中 央

4
3
4
4
4
3
3
3
4
3
3
4
3
3
3
3
3
4
3
3
3
4
3
3
3
4
3
4
3
2
4
3
4
4
4
3
4
4
3
3
3
3
4
4
2
3
3
4
4
4

78.26
93.91
78.37
77.70
84.19
82.91
78.90
76.47
79.72
83.84
80.89
80.35
81.75
79.47
78.00
70.90
84.78
94.22
93.33
93.07
93.26
82.60
84.20
80.70
73.33
90.54
87.30
70.00
82.20
83.00
80.11
84.86
82.22
76.31
72.86
78.42
76.90
75.00
68.52
81.00
77.03
79.23
91.67
84.00
64.00
76.16
83.15
77.20
90.99
64.40

173
89
54
47
50
41
21
159
176
62
54
230
48
74
49
37
44
53
56
49
59
23
66
19
19
36
23
20
31
29
151
76
55
29
40
35
94
24
39
52
61
49
24
94
27
67
38
33
18
29

175
91
52
49
49
42
23
158
180
60
51
238
48
72
51
37
43
51
56
47
61
24
67
19
18
36
23
20
29
30
152
75
53
31
40
34
97
21
39
51
59
48
24
91
33
67
36
33
18
28

2
2
－2
2
－1
1
2
－1
4
－2
－3
8
0
－2
2
0
－1
－2
0
－2
2
1
1
0
－1
0
0
0
－2
1
1
－1
－2
2
0
－1
3
－3
0
－1
－2
－1
0
－3
6
0
－2
0
0
－1
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District 2750 Membership Attendance Report December 2009

2009－10年度ガバナー月信・ＩＴ委員会 委員 浅見 省三 （東京立川こぶしRC）

※ PBグループの出席率については、1月25日現在未着です。次号に掲載予定です。

千代田グループ
銀座・日本橋グループ
京浜グループ
山の手東グループ
山の手西グループ

82.03
79.04
85.18
77.62
78.78

多摩南グループ
多摩中グループ
多摩東グループ
P B グループ

平 均 出 席 率

81.75
89.17
80.37
 －

82.13
（PBGを除く）

－

－
－

　2月は、「世界理解月間」です。今号は2ページ目に世界
社会奉仕委員会・新世代部門より寄稿いただきました。
　今月は地区大会が開催される月でもあります。会員
皆様にいち早くお伝えすべく３月号に掲載準備中ですが
開催日が24・25日となっております都合上、ガバナー月信
の各クラブへの発送が平月より１週間程度遅れることと

なります。何卒ご理解、ご了承の程お願いいたします。
　また、地区チーム研修セミナー・PETSにつきましては
随時掲載予定です。
　地区大会では「ロータリーの未来はあなたの手の中に」
のもと、会員皆様と友情と親睦を深め、ロータリアンで
ある事の喜びを分かち合える事を楽しみにしています。


